
　　　評価 【 B 】

【アドミッション・ポリシー】（入学者受け入れ方針）　 【カリキュラム・ポリシー】（教育課程の編成・実施方針）
【社会性の育成】　　　評価 【 B 】

【グラデュエーション・ポリシー】（育成を目指す生徒の資質・能力）

【チーム学校】　　　評価 【 A 】

（評価）A：目標を十分に達成　　B：目標をほぼ達成　　C：やや不十分　　D：不十分

学校番号 14 高知東                               高等学校　 課程 全

学校関係者評価

【学力の向上】

育成を目指す資質・能力【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】
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【総合学科】
・１年次の「産業社会と人間」、２・３年次の「立志」（総合的な探究の時間）の授業では、身近
な地域の課題解決にチャレンジするなど、地域と連携した課題解決型の探究学習を行いま
す。学習を通して、将来就きたい職業や生き方について深く考えるとともに、その実現に向け
て、主体的・協働的に社会に参画しようとする姿勢や態度を身に付けます。
・生徒の多様な学びのニーズに対応できるカリキュラムを編成し、生徒の個性や能力を伸ば
し、進路希望の実現まできめ細かな指導を行います。特に２年次からは、生徒の興味・関心
や能力・適性、卒業後の進路希望に応じて、７つのコース（系列）に分かれて、それぞれの
コース特有の学習活動を通じて、進路実現につながる力を身に付けます。
【看護科】
・看護科では、看護者にふさわしい資質・人間性を高めるとともに、授業・実習を通じて、基
礎的な看護に関する知識と技術を習得します。
・看護専攻科では、看護科での３年間の基礎的な知識・技術の上に、さらに２年間、併せて５
年間、一貫性のある看護教育を行います。特に、授業・実習を通じて、高度な知識と的確な
技術を習得し、最終的には国家試験の合格を目指します。

見直しのポイント【A】

高知県
の教育
の基本
理念

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく人
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人
（３）多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人

スクー
ル・ミッ
ション

スケールメリットを生かして多様な教育課程や部活動の充実を図り、特色ある拠点
校として、各分野で活躍する人材を育成する。

【総合学科】
多様な学びのニーズに対応できる科目を設置し、個性や能力をさらに伸ばす学習を通して、
主体的・協働的に社会に参画する人材を育成する。
【看護科】
医療の高度化に対応した学びを通して、地域の医療を担う看護人材を育成する。

・学習支援員等の外部人材を活用した「基礎力向上補習」や「TT授業」、「One Week Trial」の早期活用等の取組により、今年度における基礎力診断テス
トで、Ｃ層以上の生徒の増加など一定の成果が見られた。
　令和7年度基礎力診断テストにおけるC層以上の生徒の割合　1年 R7年度1回目 33.6%➡1年2回目 40.8%、2年 R7年度１回目 27.0%➡2年2回目 39.6%
・授業デザインプロジェクト等の授業改善の取組により、生徒が主体的に学ぶ授業実践が出来ている。
　学校評価アンケート（生徒の回答）：「あなたは授業に積極的に取り組んでいますか。」　肯定的回答 R6年度83.0%➡R7年度92.0%

・将来の夢の実現のために、総合学科・看護科の特色を生かし、主体的に学び、考え、行動したいと考えている生徒を募集します。
・部活動や生徒会活動をはじめ、校内外での諸活動等に意欲的に取り組みたいと考えている生徒を募集します。
・他者と協働し、地域の課題解決等に取り組み、より良いものを創造したいと考えている生徒を募集します。

・「産社」「立志」の探究学習における地域と連携した探究学習やボランティア活動への参加を通じて、生徒が主体的・協働的に社会に参画しようとする態
度を養い、社会性を身に着けている。
　学校評価アンケート（地域の方の回答）：「生徒は、日頃から日常生活のマナーや社会のルールを守るように取り組んでいますか。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肯定的回答 R6年度 20.0％➡R7年度38.0％
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ：「生徒たちは目標を持って充実した学校生活を送っていると思いますか。」
 　　　　　　　　　　　　　　                            肯定的回答 R6年度 43.0％➡R7年度44.0％

【建学の精神「立志」】
・自ら目標を定め、情熱をもって限りなく前進しようとする精神を養います。
【協働の精神】
・より良いものを作るために、他者と協働しようとする精神を養います。
【課題解決力】
・現状把握力： 様々な方法を通じて地域の特徴・魅力・課題を知る力を育成します。
・創  造  力： 仮説に基づいて、新たな価値観を創造する（魅力を一層高める、課題を解決する等）するための方策（～すれば・・・なる
だろう）を考え、実践する力を育成します。
・分  析  力： 結果を分析し、持続可能な地域のために有効な考えを導き出す力を育成します。
・コミュニケーション力： 自らの考えを他者に効果的に伝える力を育成します。

・A日程の志願倍率が低下しており、今後、学校の魅力化を推進し、広報活動を充実させる。
　志願倍率(A日程)　 総合学科 0.76　看護科 0.60
・ボランティア活動等の地域貢献活動を継続するなど、地域連携を推進する。
　R7「さわやか隊」参加生徒数  年間述べ515名
・看護科において、「多職種連携ハイブリッドシミュレーター」等のデジタル機器を地域の中学生等が体験できる機会を設定した。
　看護科オープンスクール　令和7年8月23日（土）実施 （参加中学生33名・参加保護者25名）
・地域や関係団体との協働活動及び地域貢献活動への貢献ができた。
　認知症カフェ（一宮ふれあいセンター運営委員会）、一宮ふれあい祭り（一宮東連携協議会）、交通安全推進の取組（一宮東小校区交通安全会）等

社
会
性
の
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★豊かな心、多様性・包摂性の尊重
○豊かな人間性・道徳性・社会性
○他者への思いやり（地域・社会貢献、ボランティ
ア活動等も含む）

〇豊かな人間性・社会性の育成
・「自分という存在を大切に思える」の肯定的回答
  1年(R7年度1年1回目)87.2％→(R7年度1年2回目目標）92.2％　 5p以上
　2年(R6年度1年1回目)86.3％→(R7年度2年2回目目標）91.3％ 　5p以上
 ・「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある」の肯定的回答
  1年(R7年度1年1回目)53.4％→(R７年度1年2回目目標）58.4％　 5p以上
　2年(R6年度1年1回目)67.9％→(R７年度2年2回目目標）72.9％　 5p以上

〇 遅刻・欠席指導等の徹底による基本的生活習慣の確
立及び規範意識の醸成
〇 地域課題解決学習の推進
〇 ボランティア活動の推進
〇 地域の大人、社会人や卒業生との交流推進
〇 仲間づくり活動・体験活動の推進

B

〇社会性の育成
・「自分という存在を大切に思える」の肯定的回答
　1年(R7年度1年1回目) 87.2％
  2年(R7年度２年1回目) 86.9％
・「地域や社会をよくするために何をすべきかを考える
ことがある」の肯定的回答
  1年(R7年度1年1回目) 53.4％
  2年(R7年度２年1回目) 57.1％

〇修学旅行（2年）の実施
〇地域と連携した探究学習の推進
・地域との交流促進
・探究学習をとおして、生徒の主体性、協調
性等を育成する
〇ボランティア活動「さわやか隊」実施
・第１回：4/26（金）　216人（R6. 211人）
・第２回：9/12（金）　124名（R6. 130人）

B

〇社会性の育成
・「自分という存在を大切に思える」の肯定的回答
　1年(R7年度1年2回目) 83.4％ 3.8p減
  2年(R7年度2年2回目) 88.0％ 1.7p増
・「地域や社会をよくするために何をすべきかを考える
ことがある」の肯定的回答
  1年(R7年度1年2回目) 56.7％ 3.3p増
  2年(R7年度2年2回目) 53.4％ 14.5減

〇社会性の育成
・挨拶の励行
・ボランティア活動の推進
〇「産社」・「立志」における地域と連携
した課題解決型探究学習の推進
〇地域との連携強化

地域
協働
学習

【取組のねらい】
○生徒の社会的自立・社会参画に必要な資質・
能力の育成
○地域・関係機関との連携

○地域や社会に貢献できる生徒の増加
・「高校入学以降、地域や社会をよくするために、地域貢献活動やボランティア活動
などを行ったことがある」の肯定的回答
　1年(R7年度1年1回目)37.8％→(R７年度1年2回目目標)42.8％ 　5p以上
　2年(R6年度1年1回目)59.5％→(R７年度2年2回目目標)64.5％　 5p以上

〇１年「産業社会と人間」、２年「立志」における地域と連
携した課題解決型の探究学習の推進
・１年「産業社会と人間」と２年「立志」の連携を図り、3年間
での地域問題解決のサイクルを回す。 B

○地域や社会に貢献できる生徒の増加
・「高校入学以降、地域や社会をよくするために、地
域貢献活動やボランティア活動などを行ったことがあ
る」の肯定的回答
　1年(R７年度1年1回目) 37.8％
  2年(R７年度２年1回目) 62.3%
〇地域と連携した探究学習の取組
・「聞かせて先輩」、「職業分野別説明会」

〇「産社/立志」の時間における、地域と連
携した探究学習の推進
・「一宮探訪」（１年）
・「立志学年発表会」（３年）
・「総合学科発表会」 A

○地域や社会に貢献できる生徒の増加
・「地域貢献活動やボランティア活動などを行っ
たことがある」の肯定的回答
　1年(R7年度1年2回目) 63.7％ 25.9p増
  2年(R7年度2年2回目) 68.0％ 8.5p増
・「聞かせて先輩」、「一宮探訪」、「総合学科発
表会」等、地域と連携した生徒主体の学びの成
果として探究学習・発表会を実施

〇地域・関係機関との連携強化
・地域活性化事業等への参加
・総合学科における地域と連携した
探究学習推進
・地域や関係機関と連携した創立
50周年記念事業の実施

〇探究学習の充実
・「産社/立志」担当者会の充実
・教科会の充実
〇授業デザインプロジェクト
・公開授業の実施
・齊藤一弥氏招聘校内研修の実施
・ICT機器の活用
・授業改善等ワークショップの開催
〇オーテピアとの連携
・学びにおける書籍の効果的活用

学校
の

振興

★学校の魅力化・特色化
○生徒・保護者が「入学して（させて）良かった」と
思える学校づくり

○志願倍率(A日程)の向上
　総合学科  R6 0.88→R7　1.0以上
　看護科     R6 0.47→R7　1.0以上
○夢や目標を持つ生徒の増加
 ・「将来の夢や目標を持っている」の肯定的回答
  3年(R5年度1年1回目)82.9％ →(R7年度3年2回目目標)85.9％  3p以上
○部活動加入率の向上
　R6実績　46.1％ [体育27.8%/文化18.3%]→R7　60％以上
〇DX加速化推進事業の活用
　看護科デジタル機器体験オープンスクールの開催（年1回以上）

〇教育課程等検討委員会
・学校の魅力化に向けた教育課程、学習指導、学力向上
に関することを協議・検討する。
〇広報活動の充実
・学校の取組や特色等の理解促進のための広報活動を充
実させる。
〇部活動の活性化（加入率、小中高交流）
〇資格、検定の受験・取得の促進
〇看護科の地域貢献活動の推進

B

〇中学校での高校説明会の実施
・37校（5/22～7/23）
〇体験入学
・9月18日（木）、19日（金）実施（参加中学生425名・
引率教員等64名）
〇夢や目標を持つ生徒の増加
・ 「将来の夢や目標を持っている」の肯定的回答
  3年(R7年度3年1回目) 82.5％
○部活動加入率
・R7　46.9%（308人/657人）
〇DX加速化推進事業の活用
・看護科デジタル機器体験オープンスクール 8月23
日（土）開催（参加中学生33名・保護者25名）
・看護専攻科へき地医療視察 8月29日（金）

〇本校生徒の進路実態等を踏まえた
魅力ある教育課程の検討
〇生徒会を中心とした自主的・自発的
な活動の推進
・ボランティア活動等における地域連携
〇DX加速化推進事業の活用
・先進校視察
・シュミレーション活用セミナー教員派
遣
・高知医療センター訪問
・模擬カルテ等デジタル機器を活用し
たシミュレーション教育の実践

A

○志願倍率(A日程)の向上
　総合学科  R6 0.88→R7 0.76 0.12p減
　看護科     R6 0.47→R7　0.60 0.13p増
○夢や目標を持つ生徒の増加
 ・「将来の夢や目標を持っている」の肯定的回答
  3年(R7年度3年2回目)89.3％ 6.4p増
○部活動加入率の向上
　R7実績 46.9%（308人/657人） 0.8p増
〇DX加速化推進事業の活用
・看護科デジタル機器体験オープンスクール 8月23日
（土）（参加中学生33名・保護者25名）実施（1回）
〇地域貢献活動
　認知症カフェ、一宮ふれあい祭り等への参加

〇学校の魅力発信
・HP、SNS等における情報発信
・「学校案内」の見直し
〇社会性の育成
・挨拶の励行
・ボランティア活動「さわやか隊」の
実施
〇地域貢献活動の推進
・一宮地区地域活動への参加
・看護科におけるの地域貢献活動
（防災等）の推進

教科
横断
的教
育

【取組のねらい】
○学習の基盤となる言語能力や情報活用能力の
育成
○各教科の学びを実社会での課題発見や解決に
結び付ける力の育成

○言語能力、情報活用能力の育成
 ・「学校の授業では、学んだ知識をもとに考え、まとめたり、話し合ったり、発表した
りする機会がある」の肯定的回答
　1年(R７年度1年1回目)82.0％→(R7年度1年2回目目標)87.0％　 5p以上
　2年(R6年度1年1回目)86.8％→(R7年度2年2回目目標)91.8％ 　5p以上
○コミュニケーション能力、情報活用能力、課題解決力、キャリア形成に係る能力
の育成
 ・「立場や年齢、考え方の異なる相手でも、その意見を聞き理解しようとしている」の
肯定的回答。
　1年(R7年度1年1回目）92.4％→(R7年度1年2回目目標)97.4％ 　5p以上
　2年(R6年度1年1回目))93.8％→(R7年度2年2回目目標)98.8％　 5p以上
・「物事が計画的に進まないとき、どうすればよいのかを考え、乗り越えようとしてい
る」の肯定的回答
　1年(R7年度1年1回目)86.0％→(R7年度1年2回目目標)91.0％　 5p以上
　2年(R6年度1年1回目)86.8％→(R7年度2年2回目目標)91.8％ 　5p以上

〇課題解決型探究学習の推進
　・生徒の進路選択や実現、キャリア形成に結びつく3年間
の課題解決型探究学習となるよう産社/立志の学習到達目
標・最終到達目標を再設定し、その実現に向けた効果的
な指導と評価を改善・実践し、検証する。
・物事に取り組む際には、目標や具体的な手順を考え、そ
の達成のために努力させる。
・解決に時間がかかることでも、最後まで考えたり、行動で
きるように指導する。

B

○言語能力、情報活用能力の育成
 ・「学校の授業では、学んだ知識をもとに考
え、まとめたり、話し合ったり、発表したりする機
会がある」の肯定的回答
  1年(R７年度1年1回目) 82.0％
  2年(R７年度２年1回目) 86.4％
○コミュニケーション能力、情報活用能力、課
題解決力、キャリア形成に係る能力の育成
・「立場や年齢、考え方の異なる相手でも、その
意見を聞き理解しようとしている」の肯定的回
答。
　1年(R７年度1年1回目) 92.40％
  2年(R７年度２年1回目) 97.6％
・「物事が計画的に進まないとき、どうすればよ
いのかを考え、乗り越えようとしている」の肯定
的回答
  1年(R７年度1年1回目) 86.0％
  2年(R７年度２年1回目) 88.0％
〇進路適性検査の実施（2年）

〇「産社/立志」担当者会における授業研
究の推進
〇各教科における探究学習の推進及び教
科間連携による公開授業の実施
・他教科の授業の積極的参観
・タブレット等を効果的に活用した授業実践
・教科間での情報共有
〇授業デザインプロジェクト
・書籍活用のためのオーテピアとの連携
・授業改善等ワークショップの開催

B

○言語能力、情報活用能力の育成
 ・「学校の授業で、まとめたり、話し合ったり、発
表したりする機会がある」の肯定的回答
  1年(R7年度1年2回目) 82.8％ 0.8p増
  2年(R7年度2年2回目) 77.0％ 9.8p減
○コミュニケーション能力、情報活用能力、課
題解決力、キャリア形成に係る能力の育成
・「立場や年齢、考え方の異なる相手でも、その
意見を聞き理解しようとしている」の肯定的回
答。
　1年(R7年度1年2回目) 91.9％ 0.5p減
  2年(R7年度2年2回目) 92.2％ 1.6p減
・「物事が計画的に進まないとき、どうすればよ
いのかを考え、乗り越えようとしている」の肯定
的回答
  1年(R7年度1年2回目) 85.5％ 0.5p減
  2年(R7年度2年2回目) 84.3％ 2.5p減
〇授業デザインプロジェクト
　教科横断的教育ワークショップの開催　5回
　齊藤一弥氏を招聘した校内研修　2回

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　

○時間外業務時間（R6.4月～R8.1）
・１箇月100 時間未満の教員 100%
・１年間720 時間未満の教員 100%
・１箇月45 時間以上の月数６月未満の教員
97.2%
・月80時間以上の教員
　R７年度 延べ3名（R6年度 延べ8名）
〇外部人材の活用
　　運動部活動指導員、文化部活動支援員等

具体的な取組内容　【D】

不祥
事

防止

★教職員の倫理観の堅持
○不祥事防止対策の徹底
○よりよい職場風土づくり
○教職員のメンタルヘルス
○不祥事発生時の適切な対応

○倫理観堅持のための具体的目標（指標）
　・全教職員が不祥事防止研修会へ参加（年３回：参加率100％）
〇不祥事防止委員会の開催
　・不祥事防止委員会の実施回数（年3回）

〇不祥事防止委員会
・不祥事を生まない風通しの良い職場づくりを目指し、校内研修
の企画・立案して実施する。また、教職員が互いに高めあうことの
できる、より良い職場風土づくりに向けて具体的な取り組み等を協
議し、実践する。
・不祥事防止チェックリストの実施（年３回）

A

〇校内研修会の実施（６月、８月）
　・参加率100％
　・自己チェック用アンケートの実施
〇不祥事防止委員会の開催
　・6月、8月に開催

〇校内研修会の実施（10月）
　・参加率100％
　・自己チェック用アンケートの実施
〇不祥事防止委員会の開催
　・10月

B

中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】

〇業務改善の推進
・業務におけるICTの活用
・外部人材の活用（教員業務支援
員、運動部活動指導員、学習支援
員等）
・自動採点システムの推進

〇校内研修会の実施（６月、８月、10月）
　・参加率100％
　・自己チェック用アンケートの実施（３回）
〇不祥事防止委員会の開催
　・6月、8月、10月、2月に開催（４回）

○Ｃ層以上の生徒の増加
　1年（R7年度1年11月）40.9% 7.3p増
　２年（R7年度2年11月）39.6% 2.3p減
〇授業外学習時間の増加
　1年(R7年度1年11月) 19分 35分減
　２年(R7年度1年11月) 17分 33分減
○将来のための勉強をしている生徒の増加
  1年(R７年度1年2回目) 83.9％ 0.7p増
  2年(R７年度2年2回目) 84.3％ 2.9p減
〇授業におけるTT指導
　R6年度 0回→R7年度 5回

〇授業デザインプロジェクト推進の継
続
・教員の主体的な授業改善の取組
〇学習支援員事業の有効活用
・基礎力向上補習の実施
・授業におけるTT指導
・「学び場」の設定
〇デジタル機器の活用
・GoogleClassroomの活用
・「すらら」の効果的な活用

取組
項目

チ
ー

ム
学
校

重
点
項
目

学
力
の
向
上

★確かな学力
○基礎となる知識・技能
○思考力、判断力、表現力
○生涯にわたって学び続ける意欲
★自己の将来とのつながりを見通した学び
○社会の形成に主体的に参画するために必要な
資質・能力
○キャリアデザイン力（やりぬく力）

○Ｃ層以上の生徒の増加
　１年(R7年度1年4月)33.6％→(R7年度1年11月目標)38.6％ 　5p以上
　2年(R6年度1年4月)41.9％→(R7年度2年11月目標)46.9％ 　5p以上
○授業外学習時間の増加
　1年(R7年度1年4月)54分→(R7年度1年11月目標）59分 　5分以上
　2年(R6年度1年4月)50分→(R7年度2年11月目標）55分　 5分以上
○将来のための勉強をしている生徒の増加
・「将来の可能性を広げるために勉強を頑張っている」の肯定的回答
  1年(R7年度1年1回目)83.2％→(R7年度1年2回目目標)87.2％ 　5p以上
　2年(R6年度1年1回目)87.2％→(R7年度2年2回目目標)92.2％　 5p以上

〇One Week Trialの徹底活用
〇授業デザインプロジェクトチームによる授業改善の推進
　・生徒の学力・学習習慣の現状と課題を把握し、効果的
な指導（タブレット活用を含む）の在り方について実践研究
を行う。
（仮説➡試案➡公開授業➡検証➡改善）
〇学習支援員事業を活用した生徒の学習の質の向上及
び学習場所・時間の確保
　・授業でのTT指導、放課後学習支援 等

B

○Ｃ層以上の生徒の増加
　1年（R7年度1年4月）33.6%
　２年（R7年度2年4月）27.0%
〇授業外学習時間の増加
　1年(R7年度1年4月) 54分
　２年(R7年度1年4月) 25分
○将来のための勉強をしている生徒の増加
  1年(R7年度1年1回目) 83.1％
  2年(R7年度2年1回目) 90.0％

〇授業デザインプロジェクト
・公開授業の実施
・授業改善校内研修の実施
〇各教科での教科会の開催
・生徒の現状や課題の共有
・評価方法等の確認・改善策検討　等
〇学習支援員事業の活用
・基礎力向上補習の実施
・放課後学習支援の実施
・進学補習の実施（長期休業中）
・授業におけるTT指導

B

〇不祥事防止研修会の開催
・当事者意識の醸成
・組織的防止の徹底
〇不祥事防止委員会の開催
・「校内ルール」の見直し
・重要文書、個人情報管理の徹底

働
き
方
改
革

★長時間勤務の解消
○分掌間の協働による業務の効率化
○外部人材の活用等による教員の負担軽減

○時間外業務時間
・１箇月の時間外在校等時間100 時間未満の教員　100％
・１年間の時間外在校等時間720 時間の教員　　　　100%
・１箇月の時間外在校等時間が45 時間を超える月数６月未満の教員　100%

〇校内業務等の整理・見直し
・４Ｓ（集合、伸長、縮小、新規」の視点で業務の整理等を
行う。
〇外部人材の活用
・教員業務支援員、部活動指導員、学習支援員等の活用 B

〇教職員業務支援員の配置
〇教職員の業務デジタル化推進
　・Googleクラスルームを活用した情報伝達
〇時間外業務時間
　月80時間以上の教員（R6実績）
　・4月～5月　２名　（2名）
　・6月～7月　０名  （2名）

〇時間外勤務縮減に向けた注意喚起
〇各教科や分掌業務の可視化
〇業務のデジタル化推進の継続
〇運動部活動指導員の活用
　（ハンド女子、弓道、レスリング男子）
〇文化部活動サポート事業の活用
　（写真、茶道、華道）

A

令和７年度 学校経営計画・学校評価 ■４月８日(火)提出 ■１０月２日(木)提出 ■３月１３日(金)提出


